
　　　　　　の石油ストーブ

リコールの対象となっているコロナ製の石油ストーブタンクが原因とみられる火災が先
月２９日大阪府内で発生し、８０代男性１人が亡くなっています。このタンクは現在６３０
万台ほどがリコールされていますが、これまでに修理を終えた割合は１．７％にとどまっ
ていて、消費者庁は対象製品を持っている人は、すぐにメーカーに連絡するよう呼びか
けています。
消防などの調べでは男性がストーブに給油しようとした際に、リコール対象のタンクから
灯油が漏れたことが原因とみられるそうです。
リコール対象のコロナ製のタンクは、長期間使用していると給油口が変形し、ふたのし
まりが不十分となり、灯油が漏れるおそれがあるとして、８年前の平成２０年にリコール
対象となり、コロナが無償で新たな部品を取り付ける修理を進めています。 対象となっ
ているのは、コロナが昭和６２年から平成１２年にかけて製造した、多くの石油ストーブ
と石油ファンヒーターに使用されているタンクで、合わせて６３６万台にのぼります。です
がその回収率は非常に悪く、大変危険な状況となっています。消費者庁は、対象の製
品を持っている人は、すぐにメーカーに連絡するよう呼びかけています。
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